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2しずくいし議会だよりNo.135

決算 115億3,591万円
　町民の皆さんから主な事業の感想を伺うとともに、雫石町第三次総合計画
に基づく施策大綱ごとに各委員から出された主な質疑を取り上げました。

令和 6年度
決算

髙髙
たかはしたかはし

橋橋信信
しんいちしんいち

一一さんさん（63歳）（63歳）
七ツ森・丸谷地

杉杉
すぎもとすぎもと

本本千千
ち あ きち あ き

明明さんさん（37歳）（37歳）
中町一

ふるさとふるさと
雫石応援寄付金雫石応援寄付金

プレミアム商品券プレミアム商品券
発行事業発行事業

Pick upPick up

前年度プラス １億 ３，９２５ 万円
ふるさと雫石応援寄付金

５億９,２９８万円

７ 事業行った
アウトドア観光事業

１,５２１万円

鴬宿地区空き旅館の解体
空家等解体工事

８,６６２万円

町民から好評
プレミアム商品券発行事業

２,６１４万円

７ 世帯 ２０ 人が県外から移住
若者向け住宅取得支援奨励金

１,３００万円

畜産農家への支援
肉用牛振興対策事業

７８６万円

子どもたちが良い町だと
感じながら育つ環境づくり
のため幼少期から青年ま
でが集える居場所に活用
してほしいと思います。

ほとんどのお店で使
えるので、普段行かな
いお店にも足を運ぶ
きっかけになりました。
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令和6年度� 一般会計特
集　令和６年度決算特別委員会（岡本忠美委員長、高橋公史副委員長）

は、令和７年９月１１日から３日間行い、一般会計など10会計につい
て活発な議論を交わしました。

煙煙
けむやまけむやま

山山裕裕
ゆ う こゆ う こ

子子さんさん（62歳）（62歳）
鴬宿

上上
う わ のう わ の

野野力力
ちからちから

さんさん（47 歳）（47 歳）
林

横横
よこもりよこもり

森森啓啓
け い たけ い た

太太さんさん（41歳）（41歳）
小松

細細
ほそかわほそかわ

川川真真
ま な みま な み

奈美奈美さんさん（39 歳）（39 歳）
片子沢

空家等解体工事空家等解体工事 アウトドアアウトドア
　　観光事業　　観光事業

肉用牛振興肉用牛振興
対策事業対策事業

若者向け住宅取得若者向け住宅取得
支援奨励金支援奨励金

解体後は地域住民の意
見を聞いて、人が集ま
るような賑わいを創出
する施設に活用してほ
しいと思います。

委託料が高いと思います。
若い世代が、より出演し
やすい環境を作り、高校
生バンドをもっと出してほ
しいと思います。

繁殖農家が後継母牛
を農場内に残す場合、
ゲノム検査も総合的
に判断する一つの指
標になりますので、
助成をお願いしたい
と思います。

若者定住の良い施策
と思います。就労、
子育て支援などの取
り組みと繋げると実
効性が高まると思い
ます。
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特集

令
和
６
年
度
決
算

議
員
が
質
し
た
１
１
１
の
こ
と
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

学びを通して生きがいを感じるまち
≪教育≫

堂前委員／吹奏楽部の活動以外にコミュニティスクールなどにも活用しては。
教育次長／コミュニティスクールを含めて有効活用を検討する。

１２７ 万円セミナーハウス空調設備設置工事

畠山委員／御明神グラウンドのトイレと駐車場の整備を。
生涯文化スポーツ課長／新しく整備すると大きな経費がかかるが要望内容を検討し
て取り組んでいく。

１ 億 ８２ 万円総合運動公園等管理運営事業

高橋委員／部活動の地域移行により、送迎にスクールバスを活用しては。
教育次長／部活動全体でスクールバスの利用について検討している。

７,２７８ 万円スクールバス運行事業

徳田委員／全国大会等の大きな大
会に限り、保護者への旅費補助を
検討しては。
教育次長／保護者へも公費負担と
なれば補助は難しいが、子どもた
ちが親の応援により十分な力を発
揮できるよう取り組みをしていく。

６０４ 万円雫石中学校部活動大会等参加補助金

大活躍だった雫石中学校野球部

坂井委員／一大イベントであり参
加人数を増やすための取り組みは。
生涯文化スポーツ課長／広報など
色々な方法で周知を図り、町全体
で盛り上げるための取り組みをし
ていく。

２７０ 万円
岩手山ろくファミリーマラソン
実行委員会負担金

大盛況のファミリーマラソン



5 しずくいし議会だよりNo.135

いきいきと　ともに幸せを感じるまち
≪保健・医療・福祉≫

岩持委員／開発された商品は、町で販売できるのか。
観光商工課長／試作品は確認しており、現在商品化に向け準備している。

３３０ 万円物産品開発業務委託料

金子委員／雫石診療所にある、つどいの広場の一部
を発熱外来として使用しているが改善すべきでは。
健康推進課長／感染防止に努めながら使用してい
るが、診療所と相談しながら徐々に改善していく。

３４ 万円
つどいの広場交流事業

高橋委員／地域の公民館へ早急にエアコン設置の
予算を。
総合政策課長／工事費は負担していただき、エア
コンの購入に補助金を出す制度に変えることを考
えている。
加藤委員／公民館へエアコンを設置するための補
助を待っている行政区もある。早急に補正予算を
組んで対応しては。
総合政策課長／補正予
算では、全ての行政区
の要望には応えられな
い。当初予算で適正に
対応していく。

７０ 万円
地域公民館整備
事業費補助金

小笠原委員／婚活イベント
の実績は。
福祉課長／昨年度は 2回実
施している。3年間実施し
た中で仮交際が 9組、本交
際が ６ 組、婚姻数が １ 組で
ある。

１８０ 万円
婚活イベント運営
業務委託料

小笠原委員／配達の際に高齢者の孤立防止のため
見守りや声かけをしては。
福祉課長／見守り活
動もこの事業の中に
入っている。高齢者
が在宅で生活するた
めには必要な支援で
あり継続していく。

２８６ 万円
高齢者等買物弱者
支援事業

声かけもしている、とくし丸

急がれるエアコン設置への補助

産業を通じて豊かさを実感し　笑顔で稼ぐまち
≪産業≫

堂前委員／登録したことによる効果の検証は。
観光商工課長／店舗が増えておらず、モンベルを
通じた事業展開は足りない。検証を基に事業展開
に結びつけるよう取り組んでいく。

９２ 万円
モンベルフレンドタウン
登録負担金

畠山委員／商品券発行事業の成果は。
観光商工課長／全体の金額
で約 １億 ２，０００ 万円が動い
ており経済効果は大きかっ
たと捉えている。

２,６１４ 万円
プレミアム商品券
発行事業委託料

好評だったプレミアム商品券

イベント案内のチラシ
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豊かで誇れる自然を守り育て　子どもたちにつないでいくまち
≪環境≫

横手委員／事業内容と成果は。
観光商工課長／県の企業支援金の交付決定を受け
て １年以内の世帯への補助金で、令和 ６年度は ２
件 ２世帯である。

５００ 万円移住支援金

横手委員／隊員の報酬について見直しを。
農林課長／年間を通して活動した隊員に報酬を支
払っているが、予定外の出動もあり、見直して適切
な報酬にする。

５２ 万円
鳥獣被害対策
実施隊員報酬

徳田委員／電気柵の設置に要する費用を ７５歳以上
の農家には補助金を上乗せしては。
農林課長／高齢者の負担も考えて検討する。
西田委員／電気柵の設置を広く農家に勧めて被害
を最小限にする対策を。
農林課長／設置補助金
は全農家が使用できる
制度であり制度の周知
に努める。

２１５ 万円
電気柵設置事業費
補助金

増額が期待される電気柵への補助

坂井委員／雫石牛の消費拡大をどのように行ったか。
農林課長／町内の焼肉店に働きかけて雫石牛の消
費キャンペーンを行った。
金子委員／アンケート
を行い事業を改善して
行くことも必要では。
農林課長／町民の声を
聞きながら関係機関と
連携して改善していく。

７８６ 万円肉用牛振興対策事業

継続した支援が必要な畜産農家

山崎委員／体験ツアーの成果は。
観光商工課長／令和 ５
年度は１４名、令和 ６年
度は１７名の参加である。
移住者との交流会を開
催するなど内容も工夫
して取り組んでいる。

１１４ 万円
移住体験ツアー
実施業務委託料

移住体験会での草木染め

岩持委員／高齢化が進み草刈
りなどの作業が大変である。
早急に将来に向けた対策を。
農林課長／若者の力を借りた
り、企業と連携するなどの対
策をしながら不足している人
手を確保していく。

２ 億 ４,６８６ 万円
多面的機能支払事業

深刻な後継者不足は
草刈りにも波及

西田委員／オオハンゴンソウの繁殖力は強く拡大が懸念される。
調査をしながら方針を決めて駆除する時期にきているのでは。
町民課長／町民からの情報収集と関係機関、団体と連携しながら
対応していく。

３１ 万円外来植物駆除業務委託料

拡大が懸念されるオオハンゴンソウ
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加藤委員／物価高騰の中で補助金を減額した理由
は。
上下水道課長／下水道使用料の値上げに伴って維
持管理費との差額が小さくなったので減額した。

１５１ 万円
浄化槽維持管理
事業費補助金

総括・歳入全般

杉澤委員／町の人口減少が町民税に影響を与えて
いるかどうかの分析調査は。
税務課長／人口減少により年々納税者が減少して
おり税収への影響はある。

6 億 658 万円町民税

高橋委員／企業版ふるさと納税の実績と展望は。
総合政策課長／令和６年度は８社から540万円の
寄附があり、令和７年度も当町と縁がある企業か
ら継続して寄附をされている。今後も増えていく
と見込んでいる。

５４０ 万円企業版ふるさと納税

みんながつながって安全に住めるまち
≪安心・安全≫

堂前委員／出動したものの誤報や非火災ということもある
が、団員に不利益がないよう報酬の支払いを。
防災課長／出動すれば誤報や非火災にかかわらず １時間当
たりで報酬を支払っている。

１,８６３ 万円消防団員報酬

消防フェスタで活躍する消防団員

横手委員／町内の温泉施設の利用客数は地区別に
見ると増減があるが分析調査は。
税務課長／地区別に増減はある。施設の閉館など
が原因で利用客数が減少する要因となっている。

5,458 万円入湯税

回復しつつある入湯税

畠山委員／令和 ５年度までは生ごみ処理機器の購
入補助金があったが、令和６年度に廃止した理由は。
町民課長／町民からの申請がなく、令和 ６年度、
７年度と予算化しなかった。ごみの調査分析をし
ているが、生ごみの占める割合も多いため、来年
度から復活させたい。

２４３ 万円
資源物集団回収
奨励金
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９月定例会のあらまし
⃝
�

町
有
林
整
備
事
業 

庁
用
車
購
入
費

⃝
�

道
の
駅
施
設
管
理
運
営
事
業
　�

物
産
館
改
修
工
事
費

⃝
�

道
路
橋
梁
・
河
川
災
害
応
急
復
旧
事
業
　

災
害
復
旧
工
事
費

　
令
和
７
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か

ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
報
告
１
件
、
条
例
の
一

部
改
正
４
件
、
補
正
予
算
８
件
、
そ
の
他
４

件
、
議
員
発
議
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
決
算
特
別
委
員
会（
委
員
長
：
岡
本
忠
美
、

副
委
員
長
：
高
橋
公
史
）
は
、
令
和
６
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
10
会
計
に
つ

い
て
審
査
し
、
す
べ
て
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

町
民
の
た
め
に
適
切
な
町
政
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
か
、町
当
局
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

令和７年度補正予算（一般会計及び特別会計）

令和6年度
一般会計歳入
歳出決算など
10会計を認定

 

主
な
補
正
予
算

町
有
林
整
備
事
業

○�

庁
用
車
購
入
費　
５
０
０
万
５
千
円

　
今
年
度
か
ら
私
有
林
整
備
事
業
を
一
層
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
た
め
、
本
年
４
月

か
ら
林
業
対
策
専
門
員
を
増
員
し
て
２
名
体

制
と
し
た
。
今
後
も
２
名
体
制
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
か
ら
、車
両
を
新
た
に
購
入
す
る
。

道
の
駅
施
設
管
理
運
営
事
業

〇�

物
産
館
改
修
工
事
費　
１
，
４
２
４
万
５

千
円

　
道
の
駅
物
産
館
内
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
売
り
場
面
積
の
拡
張
と
レ
イ
ア
ウ
ト
変

更
に
伴
う
ト
イ
レ
の
取
り
壊
し
、
バ
ッ
ク

会計名 補正後予算額（補正予算額）

一般会計（第 ３ 号） １１３ 億 ４，３３３ 万 ７ 千円
（３億 ９，７０８ 万 ８ 千円増）

一般会計（第 ４ 号） １１３ 億 ４，７８５ 万 ９ 千円
（４５２ 万 ２ 千円増）

介護保険事業勘定特別会計
（第 １ 号）

２２ 億 ９，４１５ 万 １ 千円
（２億 ２，３５８ 万 ２ 千円増）

雫石診療所特別会計
（第 ２ 号）

４ 億 ９，３１０ 万 ６ 千円
（２，１００ 万 ２ 千円増）

後期高齢者医療特別会計
（第 １ 号）

２ 億 ４，２５４ 万 ４ 千円
（５４ 万 ４ 千円増）

水道事業会計（第 １ 号） ３ 億 ７，６７６ 万 ５ 千円
（１９０ 万 ９ 千円増）

簡易水道事業会計
（第 １ 号）

４，５８７ 万 ４ 千円
（４万 ２千円減）

下水道事業会計（第 １ 号） ６ 億 ６６８ 万 ９ 千円
（８５ 万 ３ 千円増）
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な

疑

主

質

ヤ
ー
ド
の
拡
張
と
棚
の
設
置
、
電
源
及
び
空

調
機
器
の
移
設
工
事
を
行
う
。

児
童
生
徒
体
力
向
上
事
業

〇�

雫
石
中
学
校
部
活
動
大
会
等
参
加
補
助
金　

６
０
０
万
円

　
本
年
、
８
月
１０
日
、
秋
田
市
で
行
わ
れ
た

東
北
中
学
校
野
球
大
会
で
、
雫
石
中
学
校
野

球
部
が
優
勝
し
、全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
。

全
国
大
会
出
場
経
費
の
う
ち
、
選
手
及
び
監

督
等
の
旅
費
等
に
対
し
、
そ
の
一
部
を
補
助

す
る
。

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費

〇�

道
路
橋
梁
・
河
川
災
害
応
急
復
旧
事
業　

３
３
４
万
２
千
円

　
８
月
２０
日
か
ら
２１
日
に
か
け
て
発
生
し
た

豪
雨
に
よ
り
、
町
道
及
び
河
川
の
路
肩
、
側

溝
、
の
り
面
等
の
損
壊
が
８
カ
所
あ
り
、
今

後
の
降
雨
に
よ
り
さ
ら
に
損
壊
が
増
大
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
早
期
に
復
旧
す
る
。

こ

変

る

こ

が

わ

〇�

雫
石
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
と
職
員
の
育
児
休
業
等
及
び
雫

石
町
企
業
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
２
条
例
の
一
部
を
改
正

　
二
件
の
条
例
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
仕
事

と
生
活
の
両
立
支
援
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　
施
行
期
日
は
、
令
和
７
年
１０
月
１
日

〇
雫
石
町
火
葬
場
条
例
の
一
部
を
改
正

　
火
葬
場
の
施
設
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行

わ
せ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　
施
行
期
日
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日

〇
雫
石
町
墓
地
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

　
墓
地
公
園
の
施
設
管
理
を
指
定
管
理
者
に

行
わ
せ
る
た
め
及
び
墓
地
公
園
の
使
用
許
可

の
取
り
消
し
、
区
画
の
返
還
等
に
つ
い
て
の

所
要
の
整
備
を
図
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
。

　
施
行
期
日
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日

【
岩
持
議
員
】
火
葬
場
を
指
定
管
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民
が
不
便

を
被
る
こ
と
が
絶
対
な
い
と
確
約
で
き
る
の

か
。

【
町
民
課
長
】
死
亡
届
か
ら
火
葬
に

関
す
る
こ
と
や
墓
地
公
園
の
こ
と
も

含
め
て
、
手
続
き
に
関
し
て
は
今
ま
で
通
り

変
わ
ら
ず
町
民

課
の
窓
口
で
行

う
。
町
民
の
負

担
に
つ
い
て

は
、
一
切
変
わ

る
も
の
で
は
な

い
。
ま
た
、
指

定
管
理
者
に
委

託
す
る
業
務
内

容
は
、
協
定
を

締
結
す
る
。

【
畠
山
議
員
】
町
有
林
整
備
事
業
で

約
5
0
0
万
円
の
車
両
を
購
入
す
る

が
、
始
め
か
ら
本
車
両
あ
り
き
で
計
画
が
進

め
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
車
種
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
複
数
社
か
ら
見
積
を
取
っ
た
方
が

安
く
な
っ
た
の
で
は
。
ま
た
、
軽
自
動
車
の

ほ
う
が
小
回
り
が
利
い
て
便
利
で
は
。

【
農
林
課
長
】
今
回
の
車
両
選
定
に

関
し
て
は
、
悪
路
走
行
に
優
れ
て
い

て
、
最
低
地
上
高
を
確
保
で
き
、
搭
乗
人
員

の
確
保
、
荷
室
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
い
る
車

種
と
い
う
こ
と
で
６
車
種
ほ
ど
比
較
検
討
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
見
積
も
り
が

で
き
、
そ
の
結
果
価
格
に
大
き
な
差
が
見
ら

れ
ず
、
利
用
目
的
や
車
格
等
検
討
し
て
本
車

種
を
選
定
し
た
。
軽
自
動
車
は
基
本
的
に
は

４
人
乗
り
で
あ
り
、
4
人
以
上
の
乗
車
も
あ

り
、
土
工
具
を
載
せ
た
り
す
る
こ
と
を
考
え

る
と
狭
さ
と
不
便
を
感
じ
る
た
め
本
車
種
を

選
定
し
た
。

A

A

Q

Q

改修工事予定の道の駅

大雨で増水した葛根田川

指定管理に移行となる火葬場
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令和７年第５回雫石町議会９月定例会　議決結果等一覧� 会期：９月３日（水）～９月18日（木）

議案等
番　号 件　　　　　名

高
橋
　
公
史

小
笠
原
百
合
子

畠
山
　
　
操

金
子
　
一
男

坂
井
　
尚
樹

徳
田
　
幸
男

岡
本
　
忠
美

堂
前
　
義
信

横
手
　
寿
明

岩
持
　
清
美

加
藤
　
眞
純

杉
澤
　
敏
明

西
田
　
征
洋

山
崎
留
美
子

議
決
結
果

議案
第３号

雫石町火葬場条例の一部を改正する条例につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決
議案
第５号 令和 ７年度雫石町一般会計補正予算（第 ３号） ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決
議案
第６号

令和 ７年度雫石町介護保険事業勘定特別会計
補正予算（第 １号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決

議案
第８号

令和 ７年度雫石町立雫石町後期高齢者医療特
別会計補正予算（第 １号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

決
認定
第１号 令和 ６年度雫石町一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認

定
認定
第２号

令和 ６年度雫石町国民健康保険特別会計歳入
歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認

定

認定
第３号

令和 ６年度雫石町御明神財産区特別会計歳入
歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ 認

定

認定
第４号

令和 ６年度雫石町介護保険事業勘定特別会計
歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認

定

認定
第５号

令和 ６年度雫石町介護保険介護サービス事業
勘定特別会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認

定

認定
第７号

令和 ６年度雫石町後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 認

定

○…賛成、●…反対　※幅議長は採決には加わりません。
★その他の議案、認定、発議は、全員賛成しました。

論

旨

討

要

反
対

【
西
田
議
員
】

町
民
生
活
の
救
済
に

目
が
向
け
ら
れ
て
い

な
い

　
町
民
の
苦
し
い
生
活
の
改
善
を
図
る
よ
う

伝
え
て
き
た
が
、
町
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

ま
ま
に
な
っ
て
き
た
。
町
の
地
方
債
残
高
が

減
ら
ず
、
む
し
ろ
増
加
す
る
年
度
も
少
な
か

ら
ず
あ
り
、
財
政
的
に
先
が
見
通
せ
な
い
こ

と
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
と
考
え
、
町
の
地

方
債
年
度
末
残
高
を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
て

い
く
よ
う
に
促
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ

数
年
は
町
債
発
行
額
が
公
債
費
よ
り
少
な
い

金
額
と
な
り
続
け
る
努
力
の
結
果
、
今
決
算

案
で
は
地
方
債
年
度
末
残
高
が
80
億
円
を
割

り
込
む
予
定
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
い
く
と

令
和
11
年
か
ら
12
年
頃
に
は
50
億
円
台
に
ま

で
到
達
す
る
予
測
で
、
先
行
き
の
明
る
さ
が

見
え
て
き
た
と
い
え
る
。
発
想
の
転
換
を
し

て
、
本
当
に
そ
う
い
う
こ
と
が
実
現
す
る
な

ら
ば
、
い
ざ
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
、
現

在
の
状
況
に
は
反
対
す
る
。

賛
成

【
金
子
議
員
】

財
政
健
全
化
が
堅
持

さ
れ
、
今
後
の
町
政

に
期
待
で
き
る

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳

入
歳
出
差
引
残
高
、
実
質
収
支
及
び
単
年
度

収
支
と
も
黒
字
で
あ
る
。財
政
調
整
基
金
は
、

前
年
度
よ
り
積
み
立
て
は
増
額
し
、
取
り
崩

し
額
は
減
額
し
て
、
実
質
単
年
度
収
支
は
増

額
の
決
算
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
町
債
残
高

も
前
年
度
よ
り
減
少
し
、
実
質
公
債
費
比
率

は
９
％
で
、
県
内
市
町
村
の
平
均
を
下
回
り

財
政
健
全
化
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
歳
入
で

は
、
町
民
税
と
固
定
資
産
税
の
主
要
税
目
で

い
ず
れ
も
減
少
し
た
が
、
前
年
度
よ
り
ふ
る

さ
と
雫
石
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

等
の
自
主
財
源
が
6
％
増
加
し
た
。
歳
出
に

つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
雫
石
応
援
寄
附
者
報

償
費
と
同
基
金
積
立
金
の
増
額
を
し
た
も
の

の
、
返
礼
品
に
よ
り
、
町
の
Ｐ
Ｒ
や
地
場
産

業
振
興
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

連
携
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
事
業
や
合
宿
誘

致
と
鶯
宿
温
泉
活
性
化
事
業
を
継
続
支
援
す

る
こ
と
で
、
今
後
も
大
き
な
結
果
が
期
待
で

き
る
た
め
賛
成
す
る
。
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　令和７年第４回臨時会が７月 22日に開かれ、令和７年度雫石町一般会計
補正予算（第２号）を含む議案４件について審議し可決しました。

令和７年第４回雫石町議会臨時会（７ 月 22 日）

一般会計補正予算（第２号）
　　補正前の額� 109 億 4,419 万３千円
　　補正後予算額� 109 億 4,624 万９千円
　　補正予算額� 205 万６千円

な

疑

主

質
【
畠
山
議
員
】
町
が
所
有
す
る
車
両

に
付
い
て
い
る
テ
レ
ビ
受
信
が
可
能

な
カ
ー
ナ
ビ
は
、必
要
な
車
両
に
は
残
し
て
、

不
要
な
車
両
か
ら
は
取
り
外
す
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
方
針
は
決
ま
っ
た
か
。

【
総
務
課
長
】
現
在
付
い
て
い
る
車

両
の
う
ち
、
町
長
車
、
副
町
長
車
、

議
長
車
な
ど
災
害
発
生
時
に
情
報
収
集
で
必

要
に
な
る
車
両
に
は
残
す
こ
と
に
し
た
。
他

の
車
両
に
つ
い
て
も
業
務
の
関
係
上
取
り
付

け
て
お
く
必
要
が
な
い
と
判
断
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、取
り
外
す
方
向
で
進
め
て
い
く
。

【
横
手
議
員
】
こ
れ
ま
で
児
童
生
徒

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
器
等
一
式
は

リ
ー
ス
契
約
で
あ
っ
た
。
今
回
は
購
入
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
購
入
す
る
最
大
の
理

由
は
。【

教
育
次
長
】
リ
ー
ス
契
約
を
選
択

し
た
の
は
リ
ー
ス
契
約
後
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
処
分
を
考
慮
し
て
の
も
の
で
あ
っ

た
が
、購
入
し
て
も
問
題
な
く
処
分
で
き
る
。

ま
た
、
国
の
補
助
金
も
あ
る
の
で
購
入
す
る

こ
と
と
し
た
。

【
徳
田
議
員
】
御
明
神
大お

お
ち
さ
わ

地
沢
地
内

の
林
道
大
地
沢
線
に
お
い
て
、
走
行

中
の
車
両
が
落
石
に
よ
り
損
傷
し
、
町
が
損

害
賠
償
し
た
が
落
石
が
起
き
な
い
道
路
環
境

の
整
備
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

【
農
林
課
長
】
道
幅
が
狭
く
防
護
柵

設
置
等
の
工
事
は
難
し
い
と
考
え
て

い
る
。
注
意
喚
起
、
巡
視
を
行
い
な
が
ら
安

全
管
理
に
努
め
る
。

A

A

A

Q

Q

Q

購入で更新されるタブレット端末

災害時にもテレビ受信ができるカーナビ

道幅も狭い落石のあった林道
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ここが
聞きたい一般質問町政を問う

7 議員が質問
一般質問は、議員が広く町政に関し報告や説明を求めたり、疑問をただしたりするものです。定例会ごとに実施されており、質問順は抽選で決定しています。

改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
基
づ
く
緊
急
銃
猟

の
体
制
お
よ
び
指
揮
命
令
系
統
の
状
況
は
。

緊
急
銃
猟
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
と
実
施
体
制
の
整
備

を
本
年
度
中
に
行
う
。
警
察
署
や
道
路
管
理

者
等
と
調
整
し
、
指
揮
命
令
系
統
を
整
備
す

る
。
実
施
者
は
法
令
要
件
と
銃
所
持
者
の
意
向
を
確

認
の
う
え
選
任
し
、
緊
急
銃
猟
は
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
と
は
別
に
実
施
す
る
。

命を守り観光を育て
る。雫石の次の一手は
これだ

QA 緊
急
銃
猟
時
の
体
制
と

指
揮
系
統
は

町
長 

年
度
内
に
マ
ニ
ュア
ル

と
指
揮
系
統
を
整
え
る

質
問
者
／
高た

か

橋は
し

公こ
う

史し 

議
員

12
ページ

緊急銃猟時の体制と
指揮系統は

質問者／高
たか

橋
はし

公
こう

史
し

 議員

14
ページ 軽音楽フェスティバルの評価は

質問者／畠
はたけ

山
やま

　操
みさお

 議員

14
ページ

公共施設の点検や
調査の状況は

質問者／堂
どう

前
ぜん

義
よし

信
のぶ

 議員

14
ページ

苦境に立つ
畜産酪農家への支援を

質問者／西
にし

田
だ

征
まさ

洋
ひろ

 議員
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若
手
ハ
ン
タ
ー
の
現
状
把
握
と
育
成
策
、
待

遇
改
善
は
。

個
々
の
活
動
日
誌
と
班
長
の
報
告
書
で
把
握

し
て
い
る
。育
成
策
は
研
修
施
設
に
お
い
て
、

情
報
共
有
の
た
め
の
定
例
会
、
解
体
研
修
等
を
実
施

し
て
、
ベ
テ
ラ
ン

隊
員
と
経
験
の
少

な
い
隊
員
と
の
技

術
や
経
験
の
継
承

の
場
を
設
け
て
い

る
。
待
遇
は
緊
急

銃
猟
の
国
支
援
の

詳
細
が
示
さ
れ
次

第
、
検
討
す
る
。

宿
泊
税
導
入
時
の
制
度
設
計
と
合
意
形
成
は

宿
泊
税
を
導
入
す
る
場
合
の
制
度
設
計
お
よ

び
意
見
・
合
意
形
成
の
進
め
方
は
。

町
民
や
町
内
事
業
者
な
ど
関
係
者
の
意
見
を

聴
取
し
、
課
税
対
象
、
税
率
、
使
途
を
明
確

に
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
県
内
周

辺
自
治
体
の
動
向
も
踏
ま
え
、行
政
と
関
係
事
業
者
、

有
識
者
が
参
画
す
る
検
討
委
員
会
の
設
置
な
ど
、
時

間
を
か
け
て
具
体
的
な
制
度
設
計
と
合
意
形
成
を
進

め
る
。 QQ AA

技術や経験を継承する隊員

16
ページ

ポンプ故障による
被害農家への対応は

質問者／杉
すぎ

澤
さわ

敏
とし

明
あき

 議員

16
ページ

高収益作物生産支援の
今後の取り組みは

質問者／金
かね

子
こ

一
かず

男
お

 議員

16
ページ

水田活用の交付金制度の
変更点は

質問者／岩
いわ

持
もち

清
きよ

美
み

 議員

QRコードを読み込む
と、各議員の一般質問
の動画へ進みます。
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問
町
政
を
問
う
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

「
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
文
言

は
総
合
計
画
に
は
な
い
が
、
約
5
0
0
万
円

か
け
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
理
由
は
。

令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光

推
進
事
業
の
ア
ウ
ト
ド
ア
観
光
企
画
最
終
報

告
書
か
ら
、令
和
５
年
度
に
社
会
実
験
、テ
ス
ト
ケ
ー

ス
と
位
置
づ
け
し
、
集
い
に
利
あ
り
と
い
う
視
点
か

ら
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
「
音
楽
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
き
た
。

畜
産
酪
農
家
の
苦
境
は
全
く
変
わ
っ
て
い
な

い
。
畜
産
酪
農
家
が
抱
え
る
不
安
を
解
消
す

る
た
め
支
援
が
必
要
で
は
。

農
畜
産
物
の
販
売
価
格
や
資
材
等
の
物
価
変

動
を
注
視
し
、
国
並
び
に
県
が
実
施
す
る
交

付
金
及
び
補
助
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
畜
産
酪
農
家

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

有
毒
除
草
剤
の
撤
去
に
向
け
て
の
交
渉
は

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
入
り
の
有
毒
除
草
剤
の
撤
去

に
向
け
た
交
渉
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く

全
国
で
公
共
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ
る
事
故

が
起
き
て
い
る
が
、点
検
や
調
査
の
状
況
は
。

町
の
公
共
施
設
は
、
全
国
の
自
治
体
と
同
様

に
全
体
的
に
老
朽
化
が
進
み
、
今
後
の
修
繕

及
び
更
新
等
に
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。

小
学
校
の
利
活
用
は

空
き
校
舎
に
は
相
当
な
固
定
費
が
か
か
っ
て

い
る
と
思
う
。
地
域
の
住
民
と
話
を
し
て
、

民
間
委
託
の
検
討
や
校
舎
の
撤
去
は
難
し
い
と
思
う

朝晩は近所を散歩する
にもクマよけスプレー
が必須かな

この暑さ続きの中、エ
アコン設置の声はます
ます大きくなりそう

公共施設の維持は、
今後大変だなぁ

Q

Q

Q

A

A

A

軽
音
楽
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル

の
評
価
は

苦
境
に
立
つ

畜
産
酪
農
家
への
支
援
を

公
共
施
設
の
点
検
や

調
査
の
状
況
は

町
長 

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
効
果
あ
る

町
長 

交
付
金
、
補
助
金
等

を
活
用
し
支
援
す
る

町
長 

全
体
的
に
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る

質
問
者
／
畠は

た
け

山や
ま　

操み
さ
お 

議
員

質
問
者
／
西に

し

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ 

議
員

質
問
者
／
堂ど

う

前ぜ
ん

義よ
し

信の
ぶ 

議
員

Q

Q
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酷
暑
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
時
期
に
行
う
理

由
は
。

令
和
５
年
は
10
月
に
実
施
し
た
が
、
各
校
の

文
化
祭
と
重
な
っ
た
の
で
、
軽
音
楽
部
の
教

諭
の
助
言
や
、
令
和
５
年
の
検
証
か
ら
時
期
を
変
更

し
た
。

小
中
学
校
で
の
ク
マ
対
策
は

教
職
員
に
対
し
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
使
用

し
た
訓
練
を
行
っ
て
は
。

ス
プ
レ
ー
訓
練
の
み
な
ら
ず
、
安
全
指
導
計

画
の
見
直
し
や
訓
練
を
検
討
し
て
い
く
。

か
。

撤
去
に
か
か
る
全
国
展
開
に
つ
い
て
、
本
町

を
含
む
岩
手
県
に
お
い
て
、
先
ん
じ
て
着
手

し
、
恒
久
対
策
終
了
ま
で
計
画
を
示
す
よ
う
連
絡
協

議
会
を
通
じ
て
交
渉
を
進
め
て
い
く
。

公
共
施
設
へ
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

猛
暑
対
策
と
し
て
、
主
要
な
公
共
施
設
へ
エ

ア
コ
ン
の
設
置
が
必
要
で
は
。

施
設
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
て
、
翌
年
度
の

予
算
編
成
に
合
わ
せ
て
整
備
の
必
要
性
や
整

備
に
要
す
る
費
用
や
財
源
を
含
め
検
討
す
る
。

が
、
現
状
は
。

令
和
７
年
度
、
旧
大
村
小
学
校
は
利
活
用
部

分
を
限
定
し
て
、
維
持
管
理
の
経
費
を
集
中

さ
せ
る
。
旧
橋
場
小
学
校
は
用
途
が
小
学
校
の
ま
ま

で
、
早
急
に
住
民
の
要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
決
め
て

い
き
た
い
。
旧
上

長
山
小
学
校
は
現

在
、
複
数
の
事
業

者
か
ら
企
画
の
提

案
を
募
っ
て
い

る
。
旧
西
根
小
学

校
は
埋
蔵
品
の
収

納
箇
所
と
し
な
が

ら
、
利
活
用
の
方

針
を
探
っ
て
い
る
。

消
防
団
へ
の
取
り
組
み
は

消
防
団
員
数
（
機
能
別
消
防
団
員
含
む
）
の

推
移
と
団
員
確
保
の
取
り
組
み
は
。

令
和
７
年
７
月
末
時
点
で
、
消
防
団
員
数
２

５
２
名
。
平
成
３１
年
４
月
時
点
で
は
消
防
団

員
数
２
７
８
名
、
６
年
で
２6
名
の
減
少
と
な
っ
て
い

る
。
団
員
の
確
保
は
、
消
防
団
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
、
新
団
員
の
確
保
と
負
担
軽
減
に
よ
る
現
団
員
の

退
職
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

QQ

Q

Q

A

A

A

A

A

A

望まれる公共施設全室へのエアコン設置

国内でもめずらしいコンテスト形式の音楽フェス

埋蔵品の収納箇所となっている旧西根小学校
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こ
こ
が
聞
き
た
い 

一
般
質
問
町
政
を
問
う
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
各
議
員
の

一
般
質
問
の
動
画
へ
進
み
ま
す
。

戸
沢
第
一
揚
水
機
場
第
２
ポ
ン
プ
の
故
障

で
、
水
稲
作
付
不
能
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

農
家
に
対
す
る
対
応
は
。

畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
な
ど
得
ら
れ
る

国
等
の
助
成
金
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、

申
請
を
し
て
い
る
。
交
付
金
は
、
全
て
収
穫
し
て
、

販
売
し
た
後
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
10
ア
ー
ル
当

た
り
最
大
で
８
万
円
の
交
付
金
を
受
け
ら
れ
る
。

苗な
え
だ
い代

等
の
損
害
に
対
し
、
町
と
し
て
援
助
し

て
は
。

今
年
度
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
制
度

に
お
け
る
変
更
点
は
。

今
年
度
は
令
和
６
年
度
ま
で
の
交
付
金
制
度

か
ら
大
き
な
変
更
点
は
な
く
、
同
水
準
の
単

価
に
な
っ
て
い
る
。
令
和
９
年
以
降
に
抜
本
的
な
見

直
し
が
行
わ
れ
る
見
込
み
な
の
で
支
援
を
迅
速
に
行

え
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

戸
沢
第
一
揚
水
機
場
第
２
ポ
ン
プ
の
今
後
は
。

転
作
田
の
高
収
益
作
物
生
産
を
支
援
し
て
い

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

高
収
益
作
物
支
援
は
、
国
と
の
協
議
を
基
に

承
認
さ
れ
た
取
り
組
み
や
、
単
価
で
の
生
産

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
９
年
度
以
降
に
制
度
見

直
し
予
定
で
詳
細
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
内
容
が
分

か
り
次
第
進
め
て
い
く
。

農
地
集
積
や
、
大
規
模
ほ
場
整
備
の
合
意
形

成
に
向
け
た
農
家
の
自
己
負
担
割
合
に
つ
い

て
説
明
と
支
援
が
必
要
で
は
。

農業施設の老朽化が問
題となってきているの
で早急な対策が必要だ

農業人生54年は減反と
の闘い。コメ増産も歳
と体力で続けられない

大規模ほ場整備は、皆
様の同意と丁寧な説明
が必要です

Q

Q

Q

A

A

A

ポ
ン
プ
故
障
に
よ
る

被
害
農
家
への
対
応
は

水
田
活
用
の
交
付
金

制
度
の
変
更
点
は

高
収
益
作
物
生
産
支
援

の
今
後
の
取
り
組
み
は

町
長 

可
能
な
限
り
の
支
援

を
行
う
予
定
で
現
在
準
備
中

町
長 

今
年
度
は
大
き
な
変

更
点
は
な
い

町
長 

令
和
９
年
度
以
降
の
制
度
見

直
し
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く

質
問
者
／
杉す

ぎ

澤さ
わ

敏と
し

明あ
き 

議
員

質
問
者
／
岩い

わ

持も
ち

清き
よ

美み 

議
員

質
問
者
／
金か

ね

子こ

一か
ず

男お 

議
員

Q

Q

Q
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予
期
し
な
い
突
然
の
故
障
に
伴
い
水
稲
栽
培

を
断
念
し
た
戸
沢
地
区
の
約
52
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
家
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
可
能
な
限
り
の
支
援

を
行
う
予
定
で
準
備
を
し
て
い
る
。

期
日
前
投
票
率
を
上
げ
、
全
体
の
投

票
率
も
上
げ
る
べ
き
で
は

期
日
前
投
票
率
は
、
国
政
選
挙
で
５
回
連
続

県
内
最
下
位
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
投
票

率
も
県
平
均
を
下
回
り
、
そ
の
差
も
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
期
日
前
投
票
の
場
所
や
広
報
を
改
善
し
、
投

票
率
を
上
げ
る
べ
き
で
は
。

役
場
内
の
期
日
前
投
票
所
は
、
事
務
局
と
協

議
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。ま
た
今
後
、

期
日
前
投
票
の
広
報
に
つ
い
て
も
防
災
行
政
無
線
の

活
用
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

土
地
改
良
区
か
ら
修
繕
す
る
方
向
と
報
告
を

受
け
た
の
で
、
支
援
を
予
定
し
て
い
る
。

少
雨
と
高
温
に
よ
る
農
畜
産
物
等
の
被
害
状

況
は
。

コ
メ
は
出
穂
期
に
渇
水
が
続
き
、
高
温
障
害

や
カ
メ
ム
シ
の
大
量
発
生
に
よ
る
収
量
及
び

品
質
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。野
菜
は
一
時
、キ
ュ

ウ
リ
や
ピ
ー
マ
ン
に
影
響
が
あ
っ
た
。
花
き
は
キ
ク

や
リ
ン
ド
ウ
に
食
害
の
発
生
、
畜
産
も
繁
殖
障
害
や

乳
量
が
減
少
す
る
影
響
が
あ
っ
た
。

ほ
場
整
備
事
業
等
実
施
に
は
地
域
合
意
形
成

が
必
要
で
あ
り
、
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
が

重
要
と
な
る
。
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
２
地
域
で
事
業
説
明
会
を
実
施
し
、
条
件
に
よ

り
軽
減
可
能
で
あ
る
。
補
助
金
交
付
等
、
関
係
機
関

と
連
携
し
継
続
支
援
し
て
い
く
。

御
所
湖
の
貯
水
率
が
ゼ
ロ
％
に
な
る
な
ど
、

高
温
障
害
や
水
不
足
事
象
が
想
定
さ
れ
る

が
、
対
策
や
支
援
は
。

高
温
・
渇
水
対
策
と
し
て
、
水
利
施
設
管
理

強
化
事
業
や
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度

で
ポ
ン
プ
借
上
料
等
を
事
業
費
に
含
め
周
知
し
た
。

今
後
も
国
や
県
等
と
連
携
し
、
生
産
者
に
周
知
や
必

要
な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

A

早期の修繕が望まれる
戸沢第一揚水機場第 ２ポンプ

今後も想定される異常気象による水不足

品質への影響が心配される農作物
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　議会には総務産業、教育民生、広報広聴の三つの常任委員
会があります。議員の任期は４年ですが委員会の任期は２年
です。８月に２年の任期を終えこの度、委員改選されました
ので、新委員と各委員会がどんなことをするのかも併せて紹
介します。

総務産業常任委員会総務産業常任委員会

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

議会の
新体制を
紹介します

　道路・水道・防災など安心安全に住めるまちづくりを目指し、生活に
必要なことや農業・商業・観光業など「笑顔で稼ぐまちづくり」を目指し、
産業に必要な事柄などの調査・提言などを行っています。

　教育、文化、社会福祉、子育て、介護、健康、保健衛生、医療、地域づくりなどに
関することについて、より良い暮らしができるよう調査・提言などを行っています。

委 員 長　岡本　忠美
副委員長　高橋　公史
委　　員　�杉澤　敏明 

加藤　眞純 
堂前　義信 
金子　一男 
畠山　　操

委 員 長　徳田　幸男
副委員長　小笠原百合子
委　　員　�山崎留美子 

西田　征洋 
岩持　清美 
横手　寿明 
坂井　尚樹
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広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会

議会運営委員会議会運営委員会

　議会のことを町民に広く分かりやすくお知らせすることを目的に本紙「しずく
いし議会だより」の発行・編集をしています。同だよりは広報クリニック（専門
家に文書標記や字句の取り扱い方、レイアウトなどを診断してもらうこと）で研
さんするなど良い紙面づくりに役立てるため研修や調査を行っています。また、
令和７年度からはＸ（旧ツイッター）でも議会の様子をお知らせしています。議
会報告会や町民との懇談会も担当しています。

　議会をスムーズに運営するため話し合いを行う委員会です。議会定例
会・臨時会の日程や会議の進行手順を決め、議会に関するルール（会議規
則や委員会条例）について審査・調査を行っています。

委 員 長　堂前　義信
副委員長　徳田　幸男
委　　員　�坂井　尚樹 

金子　一男 
畠山　　操 
小笠原百合子 
高橋　公史

委 員 長　横手　寿明
副委員長　加藤　眞純
委　　員　�杉澤　敏明 

堂前　義信 
岡本　忠美 
徳田　幸男 
坂井　尚樹
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　9月 8 日、健康推進課より、帯状疱疹ワクチンの
接種実績と対象者について説明を受けました。今年
6月から接種費用の一部助成が開始された帯状疱疹
ワクチンは、7月末までに接種実績が133人でした。
対象者は 65 歳以上の方（ただし 60 歳から 65 歳ま
でで、免疫機能障害があり身体障害者手帳（１級）
所持者で希望する方）。経過措置として 70 歳、75
歳から 5歳刻みで 100 歳まで、101 歳以上となりま
す。ワクチン接種により、帯状疱疹を発症した場合
でも重症化を防ぎ、症状も軽くなることが期待でき
るとのことでした。

　9月 8 日、学校教育課より、小中学校防犯システ
ム設置工事について説明を受けました。小中学校 ６
校分の防犯システム（防犯カメラ、オートロック等）
設置工事について、国から満額の補助（補助率1/2）
が決定し、令和 ８年 ３月末までの設置を目指して進
めていくとのことでした。

　9月 8日、防災課より、8月 20 日に発令した大雨
による「高齢者等避難指示」について説明を受けま
した。同日の大雨（土砂災害）警報及び洪水警報の
際、発令時の経過、避難所の開設基準や避難所職員
の体制、避難者数について確認しました。避難所運
営の実効性や、高齢者や要配慮者への支援が十分か
どうか引き続き注視してまいります。

　9月 8 日、農林課より、補正予算について説明を
受けました。8月 7 日から 8日までの降雨で発生し
たあぜやのり面が崩落した農地や農業用施設の被害
2件の復旧に係る補正予算となります。土地改良総
合整備事業費補助金で、復旧工事費の 2分の 1を助
成します。内訳は、①農地のあぜ崩落：概算工事費
32 万 8 千 円、
補助 16 万 4 千
円。②水路のり
面の崩落：工事
費 240 万円、補
助 120 万円。合
計の補正要求額
は 136 万 4 千円
とし、営農継続
を下支えします。

総務産業常任委員会
［岡本忠美委員長］

調査
１

帯状疱疹ワクチン
接種実績と対象者

調査
2

学校施設の工事
小中学校防犯システム
設置工事

調査
1

大雨警報（土砂災害）に伴う警戒本部対応状況
高齢者等避難指示

調査
２

補正予算
土地改良総合整備事業

水位が 3ｍ 20 cmに上がった舘篠橋付近 雨により崩壊した水路のり面

防犯システムの設置で学校の安全を強化

教育民生常任委員会
［徳田幸男委員長］
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　8月 18 日、宮城県川崎町議会広聴・広報委員会
委員 7名、事務局 1名が来町。議会広報紙の編集や
発行について活発な意見交換を行いました。

視察対応
宮城県川崎町議会の
広聴・広報委員会来町

歓迎あいさつをする堂前委員長

〇 7 月 9 日、15 日、17 日
　議会だより第 134 号の編集会議を開催しました。

〇 7 月 24 日
　議会だより第 134 号発行。

〇 9 月 3 日
　議会だより第 135 号の編集日程及び閉会中の継続
調査について協議しました。

広報広聴常任委員会
［堂前義信委員長］

　今年も議会報告会を開催します。場所は中央公民館大会議室です。
　現在の議会活動の状況を町民の皆さまに直接報告し、議会活動への意見や提言をい
ただくことを目的に開催するものです。昨年は約 20人の出席をいただきました。多くの
ご参加をお待ちしております。

中央公民館中央公民館でで開催開催
議会報告会議会報告会にぜひごにぜひご参加参加くださいください

昨年開催された議会報告会

と　き
11月15日（土）14時 00 分～15時 30 分

（受付開始13時 30 分）

ところ
雫石町中央公民館　大会議室

対象者
町民、町内に勤務する人
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Ｖ
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議員が町内を歩いて
皆さんの声を聴くVOICEシリーズ。

皆さんの声を聞きました

No.30V O C E

村
むら

上
かみ

　アケミさん（87歳・高前田二）

ありがとう農家さん
　今、何でも高い時。近所の農家さんが作っ
た野菜を 100 円で売ってくれるので本当に助
かっています。寒くなると大根 15 本くらいで
寒干しを作ります。息子が好物なので半分くら
い持っていきますが、あとは友達にお裾分け。
大根、ごぼう、ニンジンの味噌煮、３ カ月で食
べられます。農家さんは雫石町民の宝物です。

上
うわ

野
の

　友
とも

子
こ

さん（70歳・中町一）

町に住んで思うこと
　喫茶店を始めて 30 年。多くの方との出会い
がありました。バイパスからの岩手山の山並み
は雫石が誇れる景観の一つであると共にお客
様からも絶賛されます。しかし、商店街の空洞
化、インフラ整備等、まだまだ問題点はあると
思います。来なければ来たくなるまちづくりの
アイディアと発信力が必要と感じます。

廣
ひろ

瀬
せ

　正
まさ

美
み

さん（50歳・町場）

雫石十四景・矢櫃の渓流と堀合神社
　矢櫃の渓流の中では、朱色の欄干がある堀
合周辺が最も美しい景観です。この一角にあ
る堀合神社は、源義家公が安倍貞任追討のた
め、この地を進軍した時に狭く険しく身を縛
られるようだとこの地を出ると戦勝を祈願し
て社を建て「しばり明神」と名付けたと伝え
られています。

　飲食店を開いてもうすぐ 10 年。常連さん
の笑顔と言葉、仕入れ先や仲間の支えに背中
を押され、ここまで歩いてきました。これか
らも雫石の食材の魅力をもっと広げ、地域イ
ベントにも力を注ぎ、集う人がつながる店づ
くりで地域を温めていけたらと思います。大
好きな雫石と、これからも歩み続けたいです。

大
おお

塚
つか

　直
なお

人
と

さん（53歳・上町一・二）

食でつなぐ、雫石の輪
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　私は極楽野に生まれ育ち
ました。雫石高校を卒業後
上京し、就職した会社で働
きながら職業訓練学校で腕

を磨き、その後独立し現在に至っています。設備、
リフォーム工事が主で、仕事関係では国会議事堂の
改修工事関係が多く、時代の変化とともに女性の警
備員が採用されると、女性用のトイレ・化粧室・更
衣室を作ったこともあります。また選挙がある度に
各党の勢力分布が変わり、間仕切りの移動や、議員
会館のじゅうたん・クロスの張り替えも多かったで
す。中庭にある吉野家等、今でも残っている建築物
が多く、国会以外では新宿区役所・渋谷区役所の仕
事が多く、特に耐震工事が思い出です。
　上京してからは仕事に夢中で、健康で過ごしてき
ましたが、昨年 11 月から ４月まで闘病生活をし、
人生で初めての手術・入院の経験をして健康のあり
がたさ実感しました。現在は仕事をセーブしながら
毎日一万歩を目途に名所を巡りながら散歩していま
す。主な場所は六義園・上野不忍池・東大赤門・小
石川植物園・東京ドーム等です。
　趣味の登山はコロナ禍以降中断していますが、日
本百名山登破を目指して続けています。数年前に岩

手山の山開き登山に山仲間と参加しました。あいに
くの悪天候でしたが良い思い出となっています。今
夏は、高齢の両親の様子を見に久しぶりに帰省して
きました。元気にしており安心しましたが、近所で
クマを三度も目撃し、各地でニュースになっている
クマの恐怖を故郷でも感じてきました。
　現在の仕事は、自社経営以外に全国建設労働組合
総連合城南支部の業務も担当し、建設業界の諸問題
解決のために帆走しています。主に企画会議、国会
への陳情、賃金改善要求、アスベスト問題、デモの
実施、平和運動として広島・長崎に折鶴を届けるな
ど、多種多様な任務に追われています。
　今は規制されているかも知れませんが川遊びをす
る子どもがいないことを寂しく感じ、昔を懐かしく
思い出しました。また帰省時に駅に着くとバスもな
く交通手段が不便なことを感じました。故郷の綺麗
な自然遺産はありがたく貴重です。大切に守ってい
ただきたいと願っています。

昭和36年３月極楽野生まれ。上長山小学校－西山中学校（１・
２ 年）、雫石中学校（３年）－雫石高校－三河建設（東京職業
訓練学校で学ぶ）－愛三建設（取締工事部長）。全建総連城
南支部書記長。妻と長女と ３人暮らし。東京都文京区白山
在住）

在京雫石町友会会員　鶴
つる

賀
が

　広
ひろ

行
ゆき

（旧姓 村上）さん 

ふるさとに感謝

悪天候も岩手山山開きを堪能

久しぶりに両親と再会
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息子のピアノ発表会にて家族で
左から本人　小

こばやし

林　咲
さ き

希さん　長男　源
げ ん じ

士さん（9歳）
夫　周

しゅうへい

平さん（37 歳）

小
こ ば や し

林　咲
さ き

希さん（29 歳）｜駅前｜※大船渡市出身
ご縁があり、雫石町民になった

夫の会社が私の働いていた会社の取引先で
した。A

Q お二人の馴れ初めは？

野生の動物から子どもたちをはじめ、町民
の身を守ることのできる対策。A

Q 町へ望むことは？

行き交う人や車の多い盛岡市に約 10 年住ん
でいたので、雨の日には雨音が、夜にはカ
エルの鳴き声が聞こえる静かで自然豊かな
町で暮らしやすいです。

A

Q 雫石町に暮らしてみていかがですか？

なかよしシリーズ㉚

森合 栄
まさひと

仁さん、望
の ぞ み

美さん（小松）のお子さん
なかよし 3 きょうだいです。

将来の夢は何ですか？
　長男　紀仁さん（15 歳）：海の関係の仕事
　長女　音寧さん（13 歳）：看護師
　次男　柊介さん（10 歳）：�レゴブロックで�

働きたい

今月の

� 表紙

写真左から　音
ね ね

寧さん
	 紀

のりひと

仁さん
	 柊

しゅうすけ

介さん

情報公開
●議長交際費執行状況

【議長交際費とは】
　議長等が議会を代表
し、外部との交渉、情
報収集、町政協力者へ
の謝意を表すために係
る経費で、会費や香典
などです。

【議長交際費内訳（7月～9月）】

月 葬祭費 お祝い、会費

7月 0件 0円 6件 57,000 円

8 月 0 件 0 円 3 件 41,000 円

9 月 0 件 0 円 1 件 7,000 円

合計 0件 0円 10 件 105,000 円

※議会の動きはHPに掲載しています。

■ 編集デスク
　森や山々の紅葉が少しずつ進み秋の深まりを感じる季節
となりました。さて、8月の委員会改選により ４年ぶりに
広報広聴委員となり、委員長に就任しました。経験豊富な
委員の皆様のご協力をいただきながらより良い「議会だよ
り」の編集や広聴活動に努めてまいります。新体制となっ
た広報広聴常任委員会をよろしくお願いいたします。
� （広報広聴常任委員会委員長　堂前　義信）

発行責任者（議長）／幅　秀哉
　　　編集委員長／堂前義信
　　　　副委員長／徳田幸男

編集委員／�坂井尚樹・金子一男�
畠山　操・高橋公史�
小笠原百合子

【訂正とお詫び】
　前号の ９ページで「令和 ７年第 ３回雫石町議会定例会　議決結果
等一覧」を掲載しましたが、岩持清美議員の表決が幅秀哉議員になっ
ておりました。訂正してお詫びいたします。


